
プログラム様式

メッセージ

幼児 38 人 ／ 支援者 2 人

森･社寺
林･公園

山・里
山

川 湖･池
田畑･
野原

園庭･
公園

準備物・
教材等

自然を感じる
ためのヒント

時　間 活　動 配慮･アドバイス･アレンジ

0分

5分

　

10分

・その場で音をき
く。
・遊具の音をきく。

・どんな音かを伝え
る。

・グループに分かれ
る。

5歳児 15分

20分

25分

【園や家庭へ帰ってから】
〇園に帰ってから
・パート別で合奏する。
・なぜその音を選んだのか言葉にして発表する
・散歩先、季節ごとに行う。（園外）

〇家庭に帰ってから
・家の中の音を楽しむ。
・自然の音を聴く（空や雨）。→保護者に伝える。外に出かけてもらう。

プログラム名
自然物の楽器あそび

時　間 活　動 配慮･アドバイス･アレンジ

フィールド

○自然物の音をきく。

・自然物を拾う

・音をきく
・発表する

・透明カップに自然物を
入れて音を鳴らす。

○合奏をする（♪ラジオ
体操）
・好きなものを集めて入
れる
・好きな音の鳴らし方を
する

・風の音など自然の音がきこえたという声をひ
ろって広げていく。
・自然物について知らせる。
・予め石を持ってて、クイズをして興味をもてる
ようにする。
・カップを配る。
・グループごとで拾いに行くように伝える。

・色んな音の出し方を知らせていく。叩く、こす
る、破る。

・入れる物や量によっても音が変わることなどを
知らせていく。
・どうやったら中の物が落ちないかを考えられる
ような声かけをしていく。

・今後につながる言葉かけをしていく。

実施可能時期

ね
ら
い

園庭の中にもたくさんの命があることに気づく

発見・体感
できること

・自然の移り変わりに気づくことができる。
・自然物を触ったり、嗅いだり、聞いたりする。

参加者のめやす

実施時間 30分

・色んな音についての声をひろっていく。
・子どもが散らばる様、声を掛けていく。
・予め、どんな音がしたかきくことを伝え
る。

・言葉を引き出せるようなヒントを与えてい
く。

・笛
・透明カップ×40
・ペットボトル×40
・CDデッキ
・ラジオ体操のカセット

対象年齢


